
Drug Information News

✓ 今月のトピックス（骨粗鬆症マネージャーについて）

✓ Drug Safety Update No.342 抜粋
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【あなたの骨は大丈夫？骨粗鬆症と共に考えてみましょう】
骨折や寝たきりなどのリスクでもある骨粗鬆症への対応は、高齢化が進む現在とても重要な課題と
なっている事は皆様ご承知の事かと思いますが、昨年「骨粗鬆症の予防と治療ガイドライン」がおよそ
１０年ぶりに改訂された一方で、未だ骨粗鬆症検診の受診率などは低く、まだまだ「骨の健康」の重要
性は強く意識されていない現状と言えます。そこで今回は、専門認定絡みで「骨粗鬆症マネージャー」
についてのご紹介と、骨粗鬆症について今一度考えてみたいと思います。
「骨粗鬆症マネージャー制度」は、日本
骨粗鬆症学会が推進している「骨粗鬆症リ
エゾンサービス（OLS）：骨折した患者の
二次骨折を防ぐための多職種による包括的
なケアサポート」の担い手として、より一
層充実した骨粗鬆症の予防、診断と治療を
提供し、また広く社会啓発活動を行うこと
で、超高齢社会における健康格差の縮小と
健康寿命の延伸に貢献することを目的とし
た制度になります。

【骨粗鬆症マネージャー認定申請に必要な資格・要件など】
・日本骨粗鬆症学会会員
・各国家資格（保健師、助産師、看護師、、等）若しくは本学会評議員（医師・歯科医師除く）を有する
・過去３年以内に本学会実施の骨粗鬆症マネージャーレクチャーコース１回以上受講

・過去３年以内に本学会学術集会へ１回以上参加

・上記要件を満たした上で、認定試験に合格

＜2025年4月1日時点の認定者総人数：5114名＞

職種別比率：看護師（保健師、助産師を含む）48%、理学療法士20%、薬剤師16%、

診療放射線技師5%、管理栄養士3%、作業療法士2%、その他6%

骨粗鬆症とは骨折リスクが増大した状態であり、骨折を生じるに至る病的過程です。骨強度は骨密度
と骨質によって表されますが、骨の脆弱性が増大することによって骨折の危険性は増大します。加齢に
よる変化や女性の閉経を原因とする原発性骨粗鬆症だけでなく、栄養障害やアルコール依存、胃全摘後、
糖尿病患者やステロイド使用中のリウマチ患者など、続発性の骨粗鬆症もあるため、臨床では慎重な問
診も重要視されています。さらに骨粗鬆症は別名「サイレント・ディシーズ(Silent Disease)」とも言
われ、無症状で進行し突然の骨折を起こすため、ADLの低下や運動機能の低下、社会的活動への参加の
阻害、寝たきり、生命予後の急激な悪化も大きな問題となっており、治療開始後も一定の効果が得られ
るまでには時間を要するため、発見が遅れた場合は治療に難渋することもあります。
日本人の約98%はビタミンD不足の状態にあるとも言われているそうで、美白を好み日光に当たらない、
テレビゲームに夢中で出不精になる生活習慣も、ビタミンD不足に影響していると考えられています。
長生きを目指すのであれば、「何かあった時に病院で対処して貰えば良い」という考えから、予防を含
めて「自分の健康は自分で守る」という意識に変えていくことも大事ですね。
当院薬剤部では骨粗鬆症マネージャーの認定を取得している澤津主任薬剤師と原田薬剤師が在籍して
おりますので、何かお困り事などあればいつでもご相談ください。

*PharmaStyle 2025/No.63より一部引用



当院採用薬品（院内）の使用上の必要な注意（重要抜粋）が改定されました。

➢ アスピリン原末、バイアスピリン錠（アスピリン）
➢ ツイミーグ錠（イメグリミン塩酸塩）
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